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本
年
度
の
重
点
提
言
は
、
昨
年
に
同
じ

く
、「
地
域
差・制
度
の
狭
間
の
な
い
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
」「
身
近
な
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推

進
」
の
２
点
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
差
・
制
度
の
狭
間
の
な
い
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
」
で
は
、
地
方
分

権
等
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差

の
問
題
や
、
経
済
的
困
窮
・
社
会
的
孤
立

に
置
か
れ
た
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

課
題
・
生
活
課
題
を
抱
え
た
方
々
へ
の
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
、
分
野
を
超
え
た
横

断
的
な
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
整
理
し
ま

し
た
。「
身
近
な
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
」
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
地
域
生
活

移
行
支
援
等
の
推
進
が
い
わ
れ
る
中
で
、

本
会
の
目
指
す

提
言
活
動
の
視
点
を
踏
ま
え
て

　
平
成
23
年
度
よ
り
開
始
し
た
本
会
の
政

策
提
言
活
動
で
す
が
、
３
回
目
と
な
る
本

年
度
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
本
会
会
員
の
社
会

福
祉
施
設
経
営
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
・

民
生
委
員
児
童
委
員
・
保
護
司
・
市
町
村

社
協
・
福
祉
関
連
団
体
の
声
を
改
め
て
聞

き
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
提

言
項
目
【
左
ペ
ー
ジ
】
の
う
ち
、
前
年
度

に
継
続
す
る
内
容
が
全
体
の
半
数
以
上
を

占
め
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
制
度
化

さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実

や
柔
軟
な
運
用
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
安
定
し
た
福
祉
人
材
や
財
源
の
確

保
、
身
近
な
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
、
腰
を
据
え
た
取
り
組
み
を
求
め

る
内
容
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
は
、

「
単
に
提
言
内
容
を
整
理
す
る
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
提
言
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
３
年
間
を
中
心
と
す
る
法
制
度
の
動

き
、
本
会
会
員
や
本
会
の
取
り
組
み
経
過

が
具
体
的
に
見
え
る
よ
う
、
提
言
集
の
組

み
立
て
を
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

「
福
祉
現
場
に
立
つ
当
事
者
・
関
係
者
が

伝
え
て
い
か
な
く
て
は
社
会
に
伝
わ
り
づ

ら
い
課
題
が
あ
り
、
新
規
要
素
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
提
言
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
等
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
関
係
者
の
協
議

会
組
織
と
し
て
、
専
門
分
野
・
種
別
を
超

え
た
相
互
理
解
や
、
社
会
全
体
へ
の
福
祉

課
題
の
共
有
に
向
け
て
、
各
提
言
項
目
の

背
景
に
あ
る
本
県
の
実
情
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
。
ま
た
、
法
制
度
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、制
度
単
体
だ
け
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
地
域
の
暮
ら
し
に
合
わ
せ

た
連
携
や
協
働
を
考
え
て
い
く
視
点
を
発

信
す
る
こ
と
。
身
近
な
地
域
の
生
活
ニ
ー

ズ
に
近
い
場
所
に
い
る
福
祉
関
係
者
の
気

づ
き
と
主
体
的
な
取
り
組
み
の
延
長
線
上

に
、
制
度
・
施
策
の
充
実
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。
そ
う
し
た
本
会
が
大
切
に
し
て
き

た
提
言
活
動
の
視
点
を
確
認
し
な
が
ら
、

委
員
会
の
協
議
は
進
み
ま
し
た
。

提
言
集
の
構
成
と

平
成
25
年
度
重
点
提
言

　
委
員
会
で
の
議
論
の
も
と
で
、
本
会
の

各
部
会
・
協
議
会
・
連
絡
会
か
ら
挙
げ
ら

れ
た
提
言
項
目
を
、
次
の
３
部
構
成
に
整

理
し
ま
し
た
。【
右
下
】

◆「
第
１
部 

緊
急
・
重
点
提
言
」

　

 

公
私
協
働
で
解
決
す
べ
き
緊
急
性
の
高

い
福
祉
課
題
で
あ
り
、
行
政
に
向
け
た

提
言
に
と
ど
め
ず
、
本
会
会
員
や
本
会

に
お
い
て
も
主
体
と
な
り
、
課
題
解
決

に
向
け
協
働
し
て
取
り
組
む
べ
き
項
目

◆「
第
２
部 

政
策
提
言
」

　

 

本
会
事
業
や
会
員
相
互
に
共
通
性
の
高

い
福
祉
課
題
に
つ
い
て
の
項
目

◆ 「
第
３
部 
部
会
・
協
議
会
・
連
絡
会
か

ら
の
提
言
」

　

 

第
１
・
２
部
の
整
理
の
背
景
と
な
っ
た

本
会
会
員
か
ら
の
提
言
項
目（
全
76
項
目
）

　
本
会
に
お
け
る
提
言
活
動
の
特
徴
は
、

行
政
に
対
す
る
提
言
だ
け
で
は
な
く
、
本

会
や
本
会
会
員
が
自
ら
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
べ
き
内
容
や
、
取
り
組
み
状

況
等
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
共
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ま
と
共
に
、
共
通
の
取
り
組
み
課
題
を
深

め
る
場
づ
く
り
と
、
福
祉
制
度
・
施
策
に

つ
い
て
の
提
言
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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特
集

　本
会
で
は
、
社
会
福
祉
制
度
や
施
策
に
対
し
福
祉
現
場
の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
、
本
会
会
員
組
織
を
通
じ
た
課
題
把
握

調
査
を
行
い
、
本
県
の
社
会
福
祉
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ
る
政
策
提
言
委
員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」）
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
県・

市
町
村
・
国
等
に
対
す
る
「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
委
員
会
の
取
り
組
み
経
過
と
、
本
年
度
提
言
集
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

福
祉
現
場
の
声
を
制
度
・
施
策
へ

ー
「
平
成
25
年
度 

社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た

『社会福祉制度・施策に関する提言』提言項目
第１部　緊急・重点提言
 緊急１　社会福祉分野への財源の確保
 重点１　地域差・制度の狭間のないセーフティネットの構築
 重点２　身近な地域のネットワークによる地域福祉の推進
第２部　政策提言
 政策１　多様な課題を抱える方への安定した生活基盤の確保
 政策２　 福祉サービスの質の向上に向けた人材の確保・定着・

育成・評価活動の推進
 政策３　自立した生活を支える権利擁護の推進
 政策４　災害時の対応の促進
第３部　部会・協議会・連絡会からの提言

※提言集は本会ホームページ（http://www.knsyk.jp）に掲載
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改
め
て
、
地
区
社
協
や
民
生
委
員
児
童
委

員
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
住
民
活
動

と
の
具
体
的
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

そ
こ
に
向
け
た
地
域
福
祉
支
援
計
画
等
の

充
実
、
企
業
・
教
育
機
関
な
ど
に
お
け
る

社
会
貢
献
活
動
等
の
推
進
、
必
要
な
職
員

配
置
等
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
提

言
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

重
点
提
言
に
つ
い
て
、
本
会
会
員
に
よ
る

具
体
的
な
活
動
事
例
を
紹
介
す
る
「
実
践

レ
ポ
ー
ト
」
を
加
え
、
ま
た
各
提
言
に
つ

い
て
は
、
提
言
項
目
の
背
景
に
あ
る
状
況

や
課
題
等
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
調

査
研
究・統
計
資
料
等
の
「
関
連
デ
ー
タ
」

を
新
た
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

提
言
項
目
の
背
景
に
あ
る

生
活
課
題
の
共
有
化
を
目
指
し
て

　
本
会
に
お
け
る
提
言
活
動
の
特
徴
は
、

行
政
に
対
す
る
提
言
だ
け
で
は
な
く
、
本

会
や
本
会
会
員
が
自
ら
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
べ
き
内
容
や
、
取
り
組
み
状

況
等
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
共
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ま
と
共
に
、
共
通
の
取
り
組
み
課
題
を
深

め
る
場
づ
く
り
と
、
福
祉
制
度
・
施
策
に

つ
い
て
の
提
言
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　本年度は、本会会員2,339団体の声を提言集としてまと
めました。
　今回の提言項目の中には、皆さまの日ごろの活動の中か
ら見えている提言だけでなく、分野や領域を超えさまざま
な課題に取り組む中で見えてきている提言も多く見られ、
その専門性を生かすとともに社会的使命を果たすべく、積
極的に取り組みを進められていることを、改めて認識させ
ていただきました。
　提言に挙げられている福祉課題・生活課題は、社会の変
容により今後もさらに複雑多様化すると思われますが、そ
の解決にあたっては、制度や施策の充実・発展はもとより、
社会福祉関係者や住民・ボランティアなど、地域社会のあ
らゆる構成員が社会福祉の担い手として、それぞれの役割
を果たし、相互に連携・協働する体制を整えていく必要が
あります。
　福祉関係者の皆さま方には、提言の実現や課題の解決に
向けて、それぞれの分野を超えて連携・協働を進めていた
だき、本県の地域福祉の推進に引き続きご支援、ご協力賜
わりますようお願い申し上げます。

連携・協働を広げ提言の実現を

政策提言委員会
委員長　　篠原　正治
（本会会長・（福）横浜長寿会理事長）

経営者部会  訪問看護の充実／在宅介護(訪問介護)の充実／神奈川県の障害者福祉の役割／相談支援事業／一般企業等が社会貢献しやすい環境整備／
新福祉・介護の分野の人材確保、児童福祉施設協議会  本県の社会的養護推進計画への反映、母子生活支援施設協議会  被虐待児受入加算の期間制限撤廃
とＤＶ被害者受入加算の新設／複合的な福祉課題を有する人への支援力の強化／市から県への移管措置の協力体制整備と費用負担／施設の新築・増
改築の建設補助基準の改定／生活困窮者・ＤＶ被害者等の重篤な世帯の自立支援に向けた母子生活支援施設の積極的活用／母子生活支援施設利用世
帯に対する児童相談所・福祉事務所の積極的連携／児童の学力向上を図る機会の充実／強化型母子生活支援施設の創設、保育協議会  新保育環境の充
実／新子ども・子育てのための県保育行政の充実／新保育士の人材確保ならびに職員配置基準の増員／新保育所併設型の病児・病後児預かり施設の
増設／新保育所と療育のさらなる交流等、老人福祉施設協議会  介護保険制度改正に伴う地域区分の考え方／新介護保険制度改正に伴う「地域区分の
見直し」／新サービス評価構造に基づく補助金の仕組み、障害福祉施設協議会  施設入所支援事業所の職員体制の改善／人材確保・育成対策／新グルー
プホームとケアホーム一元化、社会就労センター協議会  官公需の優先発注等／障害者総合支援法(施設外就労)／新障害者総合支援法(就労継続支援Ｂ
型利用要件)、福祉医療施設協議会  無料低額診療事業の対象者の拡大、更生福祉施設協議会  神奈川県内での介護保険の取り決め【関連記事７面】／更
生保護活動と福祉活動との連携推進／女性保護施設での支援が必要な人がスムーズに入所できる仕組みの構築／ホームレス施策の継続・充実／救護
施設入所者の他法施策の利用、地域生活施設協議会  日常生活圏における地域福祉の推進／外国につながる市民への子育て支援システムの強化／知的
障害者受診病院等の拡充、介護老人保健施設協議会  平成24年度介護報酬改定に伴う事業のあり方・地域包括ケアシステムにおける介護老人保健施設
役割の明確化／「医療保険リハビリテーションから介護保険リハビリテーションへの円滑な移行」の具体策／新介護保険施設・居住系サービスにお
けるケアマネジメント、民生委員児童委員部会  新民生委員児童委員活動の適切な周知と役割の確認 、保護司部会  地域における更生保護活動と福祉活
動の連携の推進、市町村社協部会  福祉推進のための市町村社協の基盤整備／市民後見人の養成・支援制度の充実／新災害時対応等を視野においた行
政との連携・協働に関するルール化／新大学機関の地域貢献／新介護保険制度の見直し、第２種正会員連絡会  医療的ケア等体制強化事業の強力な推
進／支援員の向上／行政機関で福祉にかかわる職員育成／町内会・自治会と連携した地域福祉活動の活性化／肢体不自由児者向けグループホームの
整備／緊急時の通学支援体制構築／重度訪問介護にパーソナルアシスタンス制度を導入するための試行事業実施／県立小田原養護学校の分校を湯河
原町に設置／新県立養護学校(特別支援学校)の建て替えの計画化／新「障害福祉サービス等地域拠点事業所配置事業」の充実／新障害者等の県営(公
営)住宅の利便性の向上／新法制度外の生活ニーズと神奈川県手をつなぐ育成会の取り組み／新重度障害者医療費助成制度の継続・「一部個人負担」
「年齢制限」「所得制限」の３条件導入廃止／新「あんしんノート」について／新重症心身障害児(者)の生活・権利・福祉を守るために個々のケース
の相談に乗り、問題解決を支援するネットワーク構築／災害時における障害者支援対策／新てんかんのある小・中学生の通学サポート・見守り／新
重度障害者医療費助成制度の精神障害者保健福祉手帳２級までの拡大／新グループホーム・ケアホームへの援助強化／新てんかんのある人の運転を
めぐる環境整備／精神障害者向けグループホーム・ケアホーム(住宅・生活の場)と通所施設(日中活動の場)の整備／新「かながわ障害者地域生活支
援推進プログラム大綱」の検証／新障害者の高齢および家族の高齢対策／新分かりやすい情報提供／新障害者の小規模事業所支援／新心の居場所(寄
り添う福祉)／新自立支援給付と介護保険制度との適用関係等／新交付金化をめぐる市町村格差、グループホーム運営の維持・拡充等、
第３種正会員連絡会  無料低額診療事業の対象者の拡大／新生活福祉資金貸付、生活保護支給の実態に合わせた運用見直し

※新は本年度新規の提言項目本会会員(部会・協議会・連絡会)からの提言項目 (抜粋表記)
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START
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2区

2区 3区

4区

5区

6区

7区
8区

9区

3区

3区

4区

4区

5区

5区

6区

7区

7区

9区

8区

7区

6区

3区

2区

2区

横浜市中央児童相談所（14：45）～

永野小学校（13：50）～
西横浜国際総合病院（13：00）～

（15：20）

（15：20）

（15：20）

東京タワー（10：50）～

ユースキン製薬（株）（13：15）～

遊行寺（12：20）～
茅ヶ崎ファーム（11：40）～

セブンイレブン茅ヶ崎サザンビーチ店（11：10）～

エリザベス・サンダース・ホーム（9：50）～

心泉学園（9：00）～

渋谷駅ハチ公前広場（9：30）～

日本子ども家庭総合研究所（10：15）～

泉岳寺（11：20）～

品川児童相談所（11：40）～

大田区大森スポーツセンター（12：15）～

鶴見区役所（13：40）～

磯子センター（14：10）～

セブンイレブン横浜片吹店（13：10）～

サンビーチ追浜（12：35）～

横須賀中央駅前広場（11：40）～

京急久里浜駅前商店街（10：40）～

マホロバマインズ三浦玄関前駐車場（9：35）～

城ヶ島灯台入口商店街前第2駐車場
（8：30）～

鎌倉高徳院（鎌倉大仏）（8：30）～

鶴岡八幡宮（9：00）～
逗子市役所（9：40）～

森戸神社（10：15）～
木古庭児童館（11：05）～

湘南コース
横浜・山下公園
（石のステージ）

都心コース

鎌倉・三浦・横須賀コース

セブンイレブン横浜浦島町店（14：20）～

　
児
童
虐
待
防
止
運
動
の
一
貫
で
あ
る

「
第
７
回
子
ど
も
虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
」
が
、
本
年
度

も
10
月
27
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
は
、「
子

ど
も
虐
待
の
な
い
社
会
の
実
現
」
を
目

指
す
市
民
運
動
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
り
、

オ
レ
ン
ジ
色
は
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
を
表
し
て
い
ま
す
。
厚
労
省
で
も

毎
年
11
月
を
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

と
定
め
、
全
国
各
地
の
都
市
や
地
域
に

お
い
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
啓
蒙
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

本
県
で
は
平
成
19
年
よ
り
啓
発
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
へ

の
参
加
者
も
、回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、

児
童
福
祉
関
係
者
か
ら
学
校
教
員
や
一

般
企
業
の
方
々
等
へ
と
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

を
た
す
き
に
仕
立
て
、
駅
伝
形
式
で
つ

な
い
で
い
く
中
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
声

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
年
々
、
子
ど

も
虐
待
防
止
と
子
ど
も
の
笑
顔
を
願
う

4

子
ど
も
に
明
る
い
未
来
を 

心

の
た
す
き
を
つ
な
ご
う
―「
第
７

回
子
ど
も
虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
」
開
催

心
の
輪
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ

レ
ー
は「
都
心
コ
ー
ス
」「
湘
南
コ
ー
ス
」

「
鎌
倉
・
三
浦
・
横
須
賀
コ
ー
ス
」
の

３
コ
ー
ス
か
ら
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る

山
下
公
園
（
横
浜
市
中
区
）
を
目
指
し

ま
す
。各
コ
ー
ス
の
中
継
点
の
中
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

も
企
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
山
下
公
園

で
は
、
午
前
11
時
か
ら
賛
同
企
業
や
団

体
な
ど
に
よ
る
ブ
ー
ス
出
展
、
ゴ
ー
ル

セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
す
き
リ
レ
ー
が
イ
ベ
ン
ト
当

日
だ
け
の
催
し
で
は
な
く
、
こ
れ
を
機

に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
一
人
で
も
多
く

の
人
々
の
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
な
が
れ
る

よ
う
、
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

（
子
ど
も
虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

た
す
き
リ
レ
ー
実
行
委
員
会
）

詳しくはホームページ
（http://www.orange-ta 
suki.org/）をご覧ください

ゴール地点の山下公園に向かって
たすきをつなぎます

あたたかい家庭を子どもたちに
～10月は「里親月間」です～

■ 里親制度とは、何らかの事情で家庭での養育が受けられな
くなった子どもを里親の家庭で育てることによって、人と
の愛情や信頼関係を築き、子どもの育成を図る制度です。
■ 10月は「里親月間」です。それに合わせ神奈川県下の児童
相談所では里親講座や相談会を行い、希望する方への里親
制度の説明などを行っています。

　※詳しくは、お近くの児童相談所にお問い合わせください
 （企画調整・情報提供担当）

【里親講座 日程表】
日時 会場

11月2日(土)
10時～12時

白十字会林間学校
(茅ヶ崎市)

11月7日(木)
10時～12時

エリザベス・サン
ダース・ホーム
(大磯町)

※両日とも、締切日は10月28日（月）

【問合せ・申込先】
神奈川県中央児童相談所 子ども支援課
☎0466-84-1600　FAX0466-84-2970

【講座内容】
● 里親制度を知ろう
● 施設で生活してい
る子どもたちにつ
いて知ろう

● 里親さんから体験
談を聞いてみよう
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今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に

〝
赤
い
羽
根
〞
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。
終
戦
直
後
の
昭
和
22
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
の
運
動
も
67
回
目
を
迎

え
ま
す
。
共
同
募
金
は
、
県
民
の
皆
さ

ま
の
善
意
の
輪
を
つ
な
ぎ
、
民
間
の
地

域
福
祉
を
支
え
る
資
金
で
す
。

　
共
同
募
金
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
事

業
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働
を
推
進
し
て

い
ま
す
。昨
年
に
引
き
続
き
、プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
」

「
横
浜
Ｆ
・マ
リ
ノ
ス
」「
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
」
や
、
プ
ロ
野
球
「
横
浜
Ｄｅ
Ｎ
Ａ

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ

く
ほ
か
、
今
年
は
新
た
に
、
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム「
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
」

に
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
中
で
の
募

金
活
動
で
す
が
、
県
内
の
民
間
社
会
福

祉
施
設
・
団
体
か
ら
は
、
今
年
の
目
標

額
12
億
２
千
万
円
を
上
回
る
資
金
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
も

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎ 
045
―
312
―
６
３
３
９

 

（
県
共
同
募
金
会
）

2013年8月30日～9月29日

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

● 「ひとり親家庭」支援強化へ
　厚労省は９月10日、離婚などで「ひとり親」
となった家庭への支援を来年度から強化する方
向性を明らかにした。「平成23年度全国母子世
帯等調査」によると、母子世帯の就業状況はパー
ト・アルバイトが47.4％。非正規職員の割合が
高く、低所得であることが問題視されており、
就業相談などを充実し世帯収入の安定を目指す。

●自殺未遂者のケアへの取り組み
　９月13日、県は自殺未遂者が再び自殺を図ら
ないよう、医療機関や保健所などの連携を強め
る方針を打ち出した。平成24年の県内の自殺者
数は1,644人と４年ぶりに減少したが、自殺未
遂経験がある人は再び自殺に至る傾向があり、
昨年も自殺者数全体の約２割を占めた。

●空き家を利用した住まい支援
　９月18日の社会保障審議会・介護保険部会で、
厚労省は特別養護老人ホームへの入所を「要介
護３」以上の高齢者に限定し、福祉施設に代わ
る住居として空き家を利用する方針を示した。
「要介護２」以下の高齢者、住宅の確保が難し
い低所得の高齢者に向けて、利用料負担に配慮
した在宅支援の仕組みを整える。

●知的障害者への刑事弁護
　横浜弁護士会では、捜査官から誘導されやす
く、誤った自白の恐れがある知的障害者が逮捕
されたとき、適切な弁護をするために、障害の
特性などを学ぶ研修を受けた弁護士の名簿を作
成し、10月から当番弁護士(※)や国選弁護人と
して派遣を開始する。
※ 逮捕により拘束された被疑者などが要請した場合
に、弁護士会から弁護士を派遣する制度。初回無料。

平成25年度寄付金配分計画
合計額：12億2,000万円

市区町村社会福祉協議会
3億3,064万円

民間社会福祉施設
1億5,000万円

障がい者小規模福祉施設
7,350万円

社会福祉団体
4,600万円在宅福祉サービス団体

4,800万円

年末たすけあい援護活動
3億9,583万円

災害時の準備金として
3,660万円

広報資材の作成経費など
県共同募金会が実施する募金事業費
8,173万円

市区町村の共同募金会が
実施する募金事業費
5,770万円

共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
を
！



❖ 簡単で大満足のサンドイッチ＆のり巻き
　行楽弁当は、おでかけ先でつまめて食べやすいもの
がおすすめです。そこで、（N）ままとんきっずのスタッ
フで管理栄養士・料理研究家の林恵子さんに、子ども
の年齢別に２つのお弁当レシピを教えてもらいまし
た。どちらも子どもたちが喜ぶこと間違いなしです！

（園児・低学年向け） ブレッドバイキング弁当

パンに３種類のディップや野菜
を自由に挟んで、召し上がれ♪
【作り方】４人前
①食パン・ロールパン・バケッ
トなど、好みのパンに具材を挟
むための切り込みを入れ、ジッ
プ袋などに密封する。
②ディップを作る。
［えびチーズ］むきえび（80g）を
ボイルし、カッテージチーズ
（100g）、鮭フレーク（大さじ
１）と混ぜ合わせる。塩こしょ
う（適量）、マヨネーズ（大さじ２）を加え、密封容器に
入れる。［ツナバジル］ツナ缶（大１缶）の汁を切り、
ゆでて粗くつぶしたじゃがいも（２個）、市販のバジル
ソース（好みの量で）を混ぜ合わせる。味が少し濃い
と感じるくらいに塩で味付けをする。［トマトミート］
みじん切りにした玉ねぎ（1/2個）とにんじん（1/4
本）、合挽肉（200g）を炒め、肉の色が変わってきたら、
１〜２cm幅に切ったウインナー（４〜８本）を加え
る。ケチャップ（50cc）、ソース（大さじ２）で味付け
をする。

③レタス、きゅうり、トマトなど、好みの野菜をそれ
ぞれ挟みやすいように切り、密封容器に入れる。

（高学年以上向け） ガッツリ肉のり巻き弁当

焼き肉と野菜を巻いた太巻き
はボリューム満点！見た目も
きれいなので食が進みます。
【作り方】４人前
①ご飯（１合）を少しかために
炊き、温かいうちにすし酢（適
量）を混ぜ合わせ、冷ます。
②にんじん（1/2本）、きゅ
うり（１本）を細めの千切りに
する。
③牛か豚の小間切れ肉（200g）
を炒め、焼き肉のたれ（大さじ４）で味付けをする。
④焼きのり（４枚）に①を広げ、焼き肉→にんじん→
きゅうりと並べ、手前から少しずつ巻きすを押さえな
がら巻く。
⑤適当な厚さに切り分け、できあがり。

ほかに〈いり卵・きゅうり・し
いたけの甘煮〉〈ツナ・アボカド〉
〈鶏ささみ肉・練り梅・大葉〉
などののり巻きもおすすめ！

「ガッツリ肉のり巻き」ひとことアドバイス！
★すし飯にゴマを混ぜると風味がアップ
★�にんじんやきゅうりを切るのが面倒なときは、スーパー
の惣菜コーナーに売っているナムルを使ってもOK
★�肉の脂は冷めると固まって食感が悪くなるので、脂が多
い肉を使う時は一度茹でこぼしてから調理する

のり巻きをきれいに巻くコツは、のりの
奥側３cmくらいはすし飯をのせず、の
りしろとして空けておくこと。
のりがなじむまで、巻きすまたはラップ
で固定しておくと、切り分けるときに崩
れにくい。
子どもと一緒に作るのも楽しい！

6

　みんなでわいわい囲もう！
手軽に作れる行楽弁当　

　秋の行楽シーズン真っ盛り。学校の運動会をは
じめ、ピクニックや行楽地へのおでかけなど、秋
晴れのすがすがしい青空の下でお弁当を食べる機
会が多い季節です。みんなでお弁当を囲むなら、
日ごろのお弁当とはひと味違う行楽弁当を用意し
たいもの。そこで、今回はおでかけ前の慌ただし
い時間でも30分以内に手軽に作れる楽ちんレシ
ピを紹介しましょう。

　今年で子育て支援活動21年。お母さんたちが主体となって、
親子が集うサロン運営、グループ保育、各種講座の開催、
産後サポート、子育て支援センター運営などを展開。情報誌・
単行本の発行物は40冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。
　最新刊『子育てしながら輝いて生きる─0〜6歳　育児を
楽しくするママたちの声─』も大好評。2010年の内閣府「チャ
イルド・ユースサポート章」を受賞。
＜連絡先＞川崎市多摩区菅稲田堤３-5-43
　　　　  ☎/FAX　044-945-8662　　　　　　　　　
　　　　　URL　http://www.mamaton. jpn.org/

クリームチーズに砂糖を加
え、好みのドライフルーツ
を混ぜたディップを挟むと
スイーツサンドに

第743号　福祉タイムズ　2013.10.15

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）ままとんきっず　がお伝えします !
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　救護施設は、身体または精神の障害や、何らかの生活
上の問題のため日常生活を営むことが困難な方が入所
し、生活保護法により健康で安心して生活するための施
設です。本県には５施設あり、当園は神奈川県域（横浜
市・川崎市を除く）で唯一の救護施設です。平成25年３
月の当施設の利用者数は188人で、そのうち約54%が60
歳以上の方です。特に精神障害の方が約78%、身体障害
の方が約19％、知的障害の方が約11%（重複あり）。平
均年齢は57.8歳で平均在園期間6.4年、65歳以上の方が
25％、60歳から65歳の方が29%を占めます。
　救護施設は、原則として18歳から64歳までの方を対象
としており、18歳未満の方は児童福祉法、65歳以上の方
は老人福祉法および介護保険制度での対応が本来であり
ます。しかしながら65歳以上の利用者については、当園
が平塚市に所在することを理由として、一部の市では介
護保険の認定は平塚市で行うべきとし、生活保護を実施
しながら介護保険は実施しないという現状があります。
　本来であれば当該市が平塚市と話し合いながら介護保

険を決定していくことが望ましいのですが、平塚市に財
政負担をかけている実態があり、施設利用者の介護保険
申請が滞る場面も少なくありません。
　生活保護法は利用者の生活を守る最後のセーフティ
ネットであり、他法優先の原則があります。18歳から64
歳までの利用者を最優先しますので、65歳以上の方は介
護保険法による援護が当然に優先されるべきです。しか
しながら、利用者を保護し生活保護を実施しながらも、
救護施設の所在する市で介護保険の認定を行うべきと主
張する自治体もあります。救護施設利用者に必要な福祉
サービスが提供されないことは、利用者の基本的人権を
奪うものであり、とても許せるものではありません。
　このような状況を少しでも打開するため、当園では65
歳に近い利用者については各市で介護保険を行うことを
前提とするよう、入所前段階から調整を図っています。
最近はようやく各市での利用者の介護保険対応が徐々に
進められるようになりました。今後関係各市とも連携し
ながら事態の進展に努力していきたいと考えております。

救護施設の現状と課題

　利用される皆さまの人としての尊厳と人権
を重んじ、また社会人・生活者としての主体
性を尊重し、質の高い支援サービスを実施し、
より良い生活や人生の実現を支援し、地域社
会との共生の推進に努める。
〈連絡先〉☎0463-55-1300  FAX0463-55-0993

（福）恩賜財団神奈川県同胞援護会
 救護施設　平塚ふじみ園
園長　　小野田　正幸
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社
会
構
造
の
変
容
は
、高
齢
者
の
み
な
ら
ず
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
に
「
社
会
的
孤
立
」の
問
題
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

20
～
30
代
の
若
年
層
の
「
社
会
的
孤
立
」つ
い
て

は
、以
前
か
ら
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
と
い
っ
た
課

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、昨
今

の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
よ
る
就
労
機
会
の
喪
失
は
、

若
者
の
経
済
的
な
自
立
を
さ
ら
に
難
し
く
し
、地
域

社
会
の
中
に
、居
場
所
や
つ
な
が
り
を
持
ち
づ
ら
い

状
況
に
陥
る
若
者
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
う
し
た
社
会
の
状
況
は
、若
者
の
背
景
に

あ
る
親
世
代
や
家
庭
環
境
に
あ
っ
て
も
同
じ
で
、生

活
困
難
か
ら
生
じ
る
養
育
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
、若
者
た
ち
の
「
生
き
づ
ら
さ
」と
な
っ
て
蓄
積
さ

れ
、社
会
に
出
て
い
く
と
き
の
困
難
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
的
自
立
を
強
い
ら
れ
る
若
者
た
ち

　

今
回
、お
話
を
伺
っ
た
前
川
さ
ん
が
ホ
ー
ム
長
を

務
め
る
「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
」は
、児
童
養
護
施
設
な

ど
を
退
所
後
に
就
労
自
立
を
目
指
す
若
者
や
、家
庭

で
生
活
で
き
ず
、中
学
卒
業
後
ま
た
は
高
校
中
退
や

高
校
卒
業
後
に
就
労
自
立
を
目
指
す
若
者
た
ち
を
支

援
す
る
、児
童
福
祉
法
上
の
事
業
で
す
。

　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
「
湘
南
つ
ば
さ
の
家
」（
茅
ヶ
崎

市
）は
、平
成
18
年
12
月
に
、賛
同
者
・
協
力
者
の
支

援
の
も
と
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。定
員
６
名
の
ホ
ー

ム
で
は
、15
～
20
歳
未
満
の
青
少
年
（
男
子
）が
、月

額
３
万
円
の
生
活
費
を
負
担
し
な
が
ら
、１
～
２
年

程
度
を
目
安
に
入
居
し
、そ
れ
ぞ
れ
自
立
を
目
指
し

ま
す
。

　
「
家
族
や
頼
る
人
も
い
な
い
寂
し
さ
と
葛
藤
す
る

若
者
や
、社
会
の
中
で
挫
折
を
繰
り
返
し
、孤
立
し
、

自
死
を
選
ん
だ
若
者
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。

10
代
後
半
の
若
者
が
社
会
と
つ
な
が
り
、収
入
を
得

て
い
く
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
」

　

２
０
０
人
を
超
え
る
若
者
た
ち
と
出
会
い
、生
活

を
共
に
し
て
き
た
前
川
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

 

事
例  

私
に
は
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い

　

Ａ
さ
ん
は
、幼
少
期
に
親
か
ら
虐
待
を
受
け
、児
童

養
護
施
設
で
育
ち
ま
し
た
。人
と
話
す
こ
と
が
苦
手

で
、「
高
校
で
同
級
生
と
上
手
く
や
っ
て
い
き
た
い
け

れ
ど
、ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。話
し
掛
け
て

迷
惑
が
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」「
周
り
の
視
線
が
何

だ
か
気
に
な
っ
て
し
ま
う
」な
ど
、職
員
に
打
ち
明
け

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
を
控
え
、Ａ
さ
ん
は
就
職
面
接
を
受
け

る
も
の
の
、な
か
な
か
採
用
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。児

童
相
談
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
施
設
職
員
に
相
談

し
、自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
利
用
し
な
が
ら
、改
め
て
就

職
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。そ
し

て
入
居
か
ら
１
年
半
、時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、Ａ

さ
ん
は
就
職
先
と
新
た
な
住
ま
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
退
所
し
、一
人
暮
ら
し
の
ア

パ
ー
ト
へ
と
生
活
の
場
を
移
し
た
Ａ
さ
ん
。職
場
で

は
黙
々
と
仕
事
を
こ
な
し
、勤
務
態
度
は
極
め
て
真

面
目
で
す
。そ
れ
で
も
「
臨
時
採
用
で
入
っ
た
職
場

だ
か
ら
」と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
て
か
、Ａ
さ
ん
は
な

若者たちの暮らしと「社会的孤立」
　連載では、子どもの貧困や中間的就労、住まいの確保、社会的排除のリスクの大きい依存症
の課題など、生活困窮者支援をめぐる国の整理を参考にしながら、地域支援の視点を探ってき
ました。これまで紹介した本県の取り組みから、経済的貧困にとどまらない問題や、家族や地
域との関係の中で生み出される生活困窮の課題が見えてきています。そこで、連載後半では、
生活困窮と密接にかかわる「社会的孤立」に注目し、若者や高齢者、障害のある方など対象者
像ごとに、どのような孤立の現実があるのか、県内の福祉実践をもとに追っていきます。
　第1回目の今回は、自立援助ホーム「湘南つばさの家」の前川礼彦ホーム長にお話を伺い、
社会的養護から巣立つ若者支援の視点を出発点に、若者の「社会的孤立」について考えます。

「社会的孤立」とは何か 1　
連 載

若
年
層
に
広
が
る
「
社
会
的
孤
立
」
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か
な
か
同
僚
の
輪
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、

ど
こ
か
居
心
地
の
悪
い
思
い
が
し
て
い
ま
し
た
。仕

事
が
終
わ
る
と
ア
パ
ー
ト
に
ま
っ
す
ぐ
帰
り
、一
人

で
夕
食
を
す
ま
せ
る
も
の
の
、次
の
日
の
仕
事
の
こ

と
を
考
え
始
め
る
と
眠
れ
ま
せ
ん
。

　
「
私
に
は
も
う
帰
る
場
所
は
な
い
。頼
れ
る
家
族
も

い
な
い
。だ
か
ら
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。こ
こ
で
何
と

か
生
き
て
い
か
な
く
て
は
」

行
き
場
の
な
い
思
い
が

心
の
孤
立
を
深
め
て
い
く

　

事
例
の
Ａ
さ
ん
の
暮
ら
し
は
、前
川
さ
ん
に
は
ど

の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
へ
の
不

安
感
、一
人
き
り
で
暮
ら
す
孤
独
感
、10
代
か
ら
親
元

を
頼
れ
ず
、失
敗
し
た
ら
後
が
な
い
と
い
う
切
迫
感
。

そ
れ
は
暗
闇
の
断
崖
絶
壁
を
歩
か
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
巣
立
っ
て
い
く
若
者
た
ち
を

見
て
い
る
と
、虐
待
な
ど
心
身
共
に
深
く
傷
つ
い
た

経
験
や
、家
庭
の
事
情
か
ら
親
と
離
れ
ば
な
れ
で
暮

ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
時
間
が
、周
囲
か
ら

の
疎
外
感
や
自
己
否
定
感
を
強
め
、彼
ら
を
生
き
づ

ら
く
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

社
会
的
養
護
の
場
合
、18
歳
を
超
え
る
と
児
童
相

談
所
の
か
か
わ
り
が
途
絶
え
、福
祉
施
設
職
員
と
の

関
係
も
、退
所
後
は
次
第
に
薄
れ
て
い
き
ま
す
。簡
単

に
は
癒
え
る
こ
と
の
な
い
苦
し
み
を
内
に
抱
え
な
が

ら
、な
か
ば
社
会
へ
と
放
り
出
さ
れ
た
若
者
た
ち
は
、

一
人
で
何
と
か
社
会
に
し
が
み
つ
き
、必
死
に
生
き

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

18
歳
以
降
、青
年
期
を
迎
え
た
彼
ら
は
公
的
支
援

の
仕
組
み
か
ら
大
き
く
遠
ざ
か
り
ま
す
。若
者
た
ち

が
押
し
と
ど
め
て
い
る
思
い
に
周
囲
が
気
づ
か
な
け

れ
ば
、彼
ら
も
出
口
の
な
い
思
い
か
ら
抜
け
出
せ
ま

せ
ん
。私
た
ち
の
仕
事
は
、そ
ん
な
彼
ら
の
心
の
孤
独

に
気
づ
き
、『
あ
な
た
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
よ
』

と
い
う
根
源
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
る
こ

と
。社
会
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、彼
ら
の
目
指
す
自

立
を
支
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、社
会
的
養
護
に
限
ら
な
い
、生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
若
者
へ
の
支
援
に
共
通
す
る
視
点
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

潜
在
化
す
る
若
者
た
ち
の
生
活
課
題

　

若
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
を
み
る
と
、急
速
な

人
口
減
少
、長
引
く
厳
し
い
雇
用
情
勢
な
ど
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、依
然
と
し
て
、就
労
に
よ
る
社
会

的
自
立
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。生
き
方
の
選

択
肢
が
広
が
り
、個
々
の
暮
ら
し
が
多
様
化
す
る
一

方
で
、公
的
支
援
の
狭
間
に
置
か
れ
て
い
る
若
者
た

ち
の
生
活
課
題
は
、と
て
も
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
特
に
社
会
的
養
護
の
も
と
で
育
っ
た
若
者
た
ち

は
、自
分
に
自
信
が
な
く
、漠
然
と
生
き
る
こ
と
へ
の

不
安
感
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
、対
人
関
係
の

保
ち
づ
ら
さ
か
ら
も
孤
立
に
陥
り
や
す
い
。ア
パ
ー

ト
等
に
住
ま
い
を
移
し
た
彼
ら
と
の
継
続
的
な
つ
な

が
り
や
、訪
問
等
に
よ
る
地
域
生
活
支
援
の
仕
組
み

が
な
け
れ
ば
、い
つ
の
間
に
か
社
会
か
ら
孤
立
し
て

し
ま
う
」と
前
川
さ
ん
。そ
う
し
た
社
会
的
養
護
を
受

け
た
若
者
た
ち
へ
の
支
援
さ
え
整
っ
て
い
な
い
現
状

と
、新
た
な
公
的
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性

を
強
く
語
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
る
若
者
以
外
に
も
、同
様
の
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
な
が
ら
、人
知
れ
ず
地
域
に
暮
ら
す
若
者
た

ち
の
存
在
、制
度
の
狭
間
に
置
か
れ
た
若
者
た
ち
の

深
刻
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
「
社
会
全
体
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
時
間
が
掛

か
っ
た
と
し
て
も
、自
分
に
は
帰
る
港
が
あ
る
と
思

え
る
よ
う
な
、少
し
の
勇
気
と
元
気
が
湧
き
だ
す
よ

う
な
心
の
拠
り
所
を
社
会
の
中
に
つ
く
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。若
者
た
ち
が
新
た
な
一
歩
踏
み
出
そ
う

と
し
た
と
き
、『
大
丈
夫
、見
て
い
る
よ
』と
勇
気
づ
け

て
く
れ
る
大
人
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
か
。『
元

気
で
や
っ
て
い
る
か
？
最
近
ど
う
だ
？
』と
声
を
掛

け
て
く
れ
る
人
が
周
り
に
い
る
だ
ろ
う
か
」

　

18
歳
以
降
の
青
年
期
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

と
、若
者
を
見
守
り
・
支
え
る
地
域
づ
く
り
向
け
た

課
題
が
投
げ
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「社会的孤立」とは何か 1　

20年にわたり、青年たちと生活を共にしてき
た前川さん。自立援助ホームを退所した若者
たちと、今もつながりを持ち続けています

◆（福）白十字会林間学校
　  自立援助ホーム「湘南つばさの家」
　  ☎/FAX 0467-58-6260
   URL http://www.shonan-tsubasa.com/
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県社協の
ひ ろ ばひ ろ ば

県社協の

（区分　Ａ：拡大・充実、Ｂ：継続、Ｃ：縮小・統合、Ｄ：終了）

　平成24年度に実施した96事業の自己評価を行い、そのうち14事業に対して
事業外部評価委員会による外部評価を実施しました。
　この意見を踏まえながら、今後、事業の改善に取り組んでいきます。

（企画調整・情報提供担当）

事業名・主な内容 区分 　　　　　　　　　  評価コメント   ※関連事業をまとめて評価
１．セルフヘルプ・グループ活動支援事業
セルフヘルプ相談室・セルフヘルプ活動コーナーの運営、セ
ルフヘルプ相談室等利用グループ交流会、セルフヘルプ活動
支援者会議、ホームページによる情報提供等 Ｂ

　地域社会の課題の多様化とあわせ、セルフヘルプ・グループの対象も幅広く、そ
の活動は重要である。地域福祉を推進する県社会福祉協議会が支援に取り組む意義
を強く感じる。活動拠点の確保はグループ存続にかかわるものであり、セルフヘル
プ・グループの意義について、引き続き関係各所への理解普及に取り組んでほしい。
また、県社会福祉協議会の人員体制が厳しい中、さまざまな関係者と連携・協働し、
潜在的な福祉課題の共有化や身近な地域でのグループ支援など、県域や地域を意識
しながら事業展開に努めてほしい。

２．市町村社会福祉協議会地域福祉活動計画等への個別支援
市町村社協への個別支援、市町村社協の現況および実践事例等
の調査と報告、地域福祉コミュニティ構築支援助成金の助成（３
社協）および助言・支援等

B

　市町村社協部会等各協議の場において、市町村社協の取り組みに必要な情報提供
を行い、情報共有を進めてもらいたい。その上で、取り組みが進みにくい地域への
バックアップや、先駆的な取り組みをモデル的に進めるなど、判断基準を常に見直
しながら、事業展開に工夫をこらし、メリハリのついた個別支援に取り組んでほし
い。また、コミュニティワーク検討会でまとめられた「地域診断」を通じて、市町
村社協が、有効な社会資源との関わりを深め、ネットワークを意識した活動へと展
開することを期待したい。市町村社協の具体的な活動に反映されるよう普及啓発に
努めてほしい。

３．市町村社協部会等各協議の場による地域福祉の推進
各種会議、市町村社協組織強化プロジェクト、ブロック別連
絡協議会との連携・協働による研究協議等の支援、階層別・
課題別研修等の実施
４．民生委員児童委員が活動しやすい環境づくりに向けた取
　り組み
民生委員児童委員部会におけるあり方検討、「民生委員児童委
員が活動しやすい環境づくり」報告の作成 Ｂ

　民生委員児童委員の負担感の軽減のあり方や、地域福祉推進における民生委員児
童委員の役割の確認等について検討し、報告書をまとめたことについて評価したい。
民生委員児童委員は、住民の身近な相談相手として、生活課題が多様化する地域社
会において大きな役割を果たしているが、援助に必要な個人情報が得られにくいな
どの課題があり、その役割について、より一層理解の進むことが望まれる。民生委
員児童委員が活動しやすい環境づくりに向けて引き続き取り組んでほしい。

５．成年後見制度相談事業
後見相談、顧問弁護士による助言、市町村支援事業３圏域事例検
討会、親族後見人のための講習会と相談会の開催等

Ｂ

　認知症高齢者や知的障害者等が増加しており、成年後見制度に対する社会的な期
待は大きいが、制度を担う人の数は十分に足りていない状況にある。法人後見につ
いては、社会福祉協議会以外の社会福祉法人が担い手となることを視野に入れた議
論を進めてもらいたい。また、市民後見については、養成だけでなく、その後のバッ
クアップ体制作りに努めるほか、質の向上に向けた取り組みを進めてほしい。本人
の権利擁護を目的に、成年後見制度等が活用される環境作りを、関係者と協議しな
がら取り組んでほしい。

６．市町村社会福祉協議会等の法人後見支援事業
法人後見実施社協連絡会、法人後見立ち上げ社協連絡会、法
人後見事業立ち上げ支援事業、法人後見担当者養成研修、法
人後見受任団体連絡会等の実施
７．市民後見制度普及支援事業
権利擁護・成年後見講演会の開催、市民後見人養成のあり方
検討、市民後見人養成講座（基礎研修）等の開催
８．経営者部会法人あり方検討委員会
社会福祉法人に関する委員会、生活困難者支援事業委員会・
作業部会、医療体制等実態調査の実施、「かながわライフサポー
ト事業」創設準備 B

　地域社会における多様な福祉ニーズに対して、社会福祉法人は制度の枠にとらわ
れない様々な活動に取り組んできた。新しく取り組んだ「かながわライフサポート
事業」は、こうした取り組みの原点を確認する事業であり評価できるが、引き続き
事業の意義を社会福祉法人に伝えてほしい。社会福祉法人のあり方については、そ
の時代に応じて常に議論が求められるものであり、経営者部会等関係者と連携して
引き続き取り組んでほしい。

９．無料職業紹介事業の実施
かながわ福祉人材センターの運営、キャリア支援専門員配置
事業、福祉・介護の職場体験事業等

B

　福祉の仕事は、給与・労働条件は厳しいが、やりがいのある仕事である。福祉職
場にとって職住接近は重要なことであり、しごとフェアの地域開催を通じて就職に
結びつくことを期待したい。高校生等に向けた仕事理解の促進については、学校の
福祉教育との連動も意識した事業展開に努めてほしい。福祉人材の確保は、職場内
での職員育成を通じた離職防止との関連が強い。これらの事業を「職場内研修実施
に向けた支援」と一体となって取り組んでいってほしい。

10．しごとフェア等の実施
福祉の職場就職相談会、就職ガイダンス、看護師就労促進セ
ミナーの開催
11．高校生等に向けた仕事理解の促進
「福祉の仕事を知る」事業（懇談会、福祉の仕事を知ってもら
おうプロジェクト会議）の実施
12．職場内研修実施に向けた支援
職場内研修担当者研修、職場研修支援事業の実施、福祉施設
における自主的研修取り組みへの支援 A

　職場内研修は専門性、技術の向上だけでなく、研修を通じた職場での人のつなが
りの形成、やりがいや生きがいを育む重要な取り組みである。福祉の職場で、OJT
を基本とした福祉人材を育む仕組みができるよう、積極的に取り組んでほしい。また、
担当職員だけでなく施設長や管理職を対象とした研修や、社会資源の連携につなが
るような近隣施設と協働した研修実施など、事業展開の工夫を大いに期待したい。

13．生活福祉資金貸付事業運営計画の策定とそれに基づく関
　係機関・団体等への調整
生活福祉資金貸付事業運営計画策定委員会・作業部会、同運
営計画の策定 Ｄ

　生活課題が多様化する中、社会福祉協議会として、生活福祉資金貸付事業に取り
組む意義、役割について確認する中で、今後の方向性の指針である「生活福祉資金
貸付事業運営計画」の策定を当面の事業目標に置き取り組んできたが、これを策定
したことから終了としたい。なお、今後は、策定した運営計画を基に、事業を着実
に取り組んでほしい。また、償還業務への苦労は多いと察するが、関係者と課題の
共有を図りながら、利用者の生活環境の変化に柔軟に対応するなどプロセスを大事
にした取り組みを特に期待したい。

14．課題の集約と提言などによる発信
政策提言委員会の開催、課題把握調査の実施、政策提言集の
発行、国・全社協・県等への提言集の提出、全社協と協調し
た地域福祉推進委員会への協力

B

　今日の福祉課題に対して、単に施策の要望に留めず、共通理解を持ちながら、福
祉関係者がどのように取り組むのかを提言していくことは、多様な関係者が参加・
協働する県社会福祉協議会の活動として意義あるものである。提言に対して関係者
がどのように対応しているのか進捗状況の検証に努めながら、引き続き適切に取り
組んでほしい。

平成25年度事業評価（平成24年度実施事業）
外部評価の公表
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き
◇ 理事会＝９月11日（水）①正会員の
入会申込み②評議員の選任③県社
協会長顕彰者の審査④平成25年度
県社協一般会計補正予算（案）

新会員紹介
【経営者部会】（福）陽だまりの会
【施設部会】特別養護老人ホームハピ
ネス都筑

福祉の仕事を知る懇談会のご案内
　福祉施設職員を講師に招き、福祉
の仕事を目指したきっかけややりが
い、業務の流れ、他業種からの転職
体験等についてお話しします。
◇ 日時＝10月26日（土）、11月30日（土）、
12月14日（土）いずれも午後１時～４
時、12月13日（金）午後６時～８時
◇ 会場＝かながわ県民センター12階
第２会議室
◇対象＝福祉の仕事に関心のある方
◇定員＝各回40名　※事前申込制
◇ 問合先＝本会かながわ福祉人材センター
　☎045-312-4816  FAX045-313-4590
　E-mail jinzai@knsyk.jp
　URL http://www.knsyk.jp

第９回地域福祉推進を考える
セミナーのご案内
　貧困問題がクローズアップされて
いる中、生活保護世帯等を排除しな
い地域社会をつくっていくために、
求められる支援について考えます。
◇テーマ＝貧困問題と地域社会
◇ 日時＝11月８日（金）午後１時～３
時40分（午後０時30分受付開始）

◇会場＝県社会福祉会館２階講堂
◇ 対象＝社会福祉施設職員、民生委

員児童委員、保護司、社協役職員、
ボランティアほか関心のある方

◇定員＝200名　※事前申込制
◇申込締切＝11月５日（火）
◇申込方法＝所定の申込書をファクス
◇問合先＝本会社会福祉施設・団体担当
　☎045-311-1424  FAX045-313-0737
　E-mail sisetu@knsyk.jp
　URL http://www.knsyk.jp

高次脳機能障害セミナー・小
児編のご案内
　高次脳機能障害のある子どもに対
する障害理解や退院後の学校生活、
地域生活を見据えたアプローチ・対
応を紹介します。
◇ 日時＝11月９日（土）午前10時～午後
４時30分（午前９時30分受付開始）
◇ 会場＝神奈川リハビリテーション
病院２階研修室（厚木市）
◇ 対象＝「脳外傷等による後天性脳
損傷児」を支援する医療・教育・
福祉・行政関係者等
◇定員＝30名
◇参加費＝無料（資料代1,000円）
◇ 申込方法＝下記ホームページサイ
トの入力フォーム、または所定の
申込書に記入の上、ファクス
　URL http://www.chiiki-shien- 
　hp.kanagawa-rehab.or.jp
◇ 問合先＝神奈川県総合リハビリ
テーションセンター 地域支援セ
ンター 高次脳機能障害支援室
　☎046-249-2602  FAX046-249-2601

カナガワ・デフ・ウェイ2013
のご案内
　ろう者についての理解を広めるた
めのイベントとして、講演会や福祉
機器紹介、手話ダンスや手話コーラ

スグループの発表等を行います。
◇ 日時＝11月10日（日）午前９時45分
～午後４時10分
◇会場＝厚木市文化会館
◇対象＝関心のある方
◇参加費＝1,500円
　※当日会場にお越しください
◇ 問合先＝（公社）神奈川県聴覚障害
者協会
　☎0466-26-5467  FAX0466-26-5454

保健衛生研修「みんなの支え
で自殺を防ごう」のご案内
　自殺防止と支援者役割を学ぶこ
とを目的に、（N）自殺対策支援セン
ターライフリンク代表の清水康之さ
んによる講演会を開催します。
◇ 日時＝12月４日（水）午後２時30分
～４時30分
◇ 会場＝小田原合同庁舎３階３EF
会議室
◇ 対象＝ケアマネジャー、民生委員
児童委員、福祉関係機関職員等
◇定員＝100名　※事前申込制
◇ 申込方法＝電話、または所定の申
込書に記入の上、ファクス
◇申込締切＝11月29日（金）
◇ 問合先＝県小田原保健福祉事務所
企画調整課
　☎0465-32-8000  FAX0465-32-8138

寄附金品ありがとうございました
【子ども福祉基金】結城純、佐藤和成
【ともしび基金】田中一美、寿恵弘湯、
（福）恩賜財団済生会平塚病院、（有）よ
し乃湯、脇隆志 （合計 49,039円）
【寄附物品】ともしび製品展示コー
ナーOB会、県産業技術センター管理
部管理課、神奈川県定年問題研究会
 （いずれも順不同、敬称略）
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上
げ
、
多
分
野
の

専
門
職
間
・
地
域
住
民
間
・
地
域
住
民

と
専
門
職
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
少
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
限
ら
れ
た『
誰
か
』と
つ
な
が
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の『
誰
か
』と

専
門
職
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」

　
こ
れ
ま
で
の
実
践
を
踏
ま
え
た
課
題

の
投
げ
掛
け
に
、
同
会
は
社
会
福
祉
法

人
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
地
域
交

流
に
焦
点
化
し
た
拠
点
開
放
型
サ
ロ
ン

を
新
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
開
設
か
ら
４
カ
月
、
地
域
活
動
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や『
拠
点

を
使
っ
て
何
か
し
て
み
た
い
』と
い
う
声

も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
地

域
で
生
活
す
る
皆
さ
ん
の
想
い
が
つ
な

が
る
場
と
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
」と
担
当
職
員
の
伊
藤
さ
ん【
表
紙
】。

　
地
域
に
暮
ら
す
生
活
者
の
視
点
か
ら

必
要
な
福
祉
の
あ
り
方
を
探
る
、
社
会

福
祉
法
人
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・情
報
提
供
担
当
）

12ご意見・ご感想をお待ちしています！

① ～⑤住宅街の中、目印の看板が立つ５
階建ての元社員寮。サロンはその１階に
あり、２LDKの居室をリフォームした室
内は広々として、気持ちの良い風が通り
ます。裏手には小さな公園スペースも！
⑥ ⑦８月に開催した「流しそうめん」イベン
トには、子どもから大人まで、たくさん
の方たちが集まりにぎわいました

医療・福祉界の健全発展に資することが私たちの使命です。
医療・福祉業界の皆様が抱える様々な問題の解決に向けて、
経営コンサルティング・税務会計・会計監査などの専門サービスを
総合的に提供できる体制を整備しております。

福祉施設の皆様が地域のニーズに応え、時代や政策に適切に対応できる
ようご支援します。ご気軽にご相談下さい。

東京都中央区銀座 8-11-11 TK 銀座 8丁目ビル
TEL（03）3572-3051　E-mail：info@kawahara-group.co.jp
URL：http://www.kawahara-group.co.jp/

◆福祉経営・医業経営コンサルティング
◆福祉施設・医療機関への人事コンサルティング
◆福祉施設・医療機関に特化した税務会計・代行　
◆福祉施設の第三者評価事業　など

川原経営グループ
（株）川原経営総合センター／税理士法人川原経営

ISO9001 認証登録
（税理士法人川原経営）

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
生
活
者
の
視
点
か
ら

 
地
域
に
必
要
な
福
祉
を
考
え
て
い
く
た
め
に

地
域
交
流
室「
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
な
つ
め
」（
秦
野
市
）

◆（福）常成福祉会
　地域交流室「みんなのサロンなつめ」
　秦野市戸川702 なつめヴィラ106号室
　☎/FAX 0463-79-5032
　URL http://www.jousei.or.jp/

表紙の伊藤さん（右）と本間さんご夫婦。
サロンの玄関には、お二人による手作りの
紙細工が彩りを添えています

① ②

③

⑤

⑥ ⑦

④
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